
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 5年 特別号】 

 

         

         

         昔から「愛知県は西高東低」と言われており、皆さんも一度は耳にしたことがあるのではな 

いでしょうか。きっと東三河の人が大都市の名古屋やトヨタの本社がある西三河に比べ、超え

ようのない境遇を自虐的に皮肉って出来たフレーズだと思われますが、確かに、県会議員にさせていただいて４

年、セントレアの二本目滑走路の推進や国際展示場の開業、ジブリパークにリニア新幹線開業に向けた名古屋駅

の再整備など、確かに愛知県の巨大プロジェクトは県の西部地域ばかりが目立ちます。 

 2040 年の社会経済を展望して策定された『あいちビジョン 2030』では、目指すべき愛知の姿として、次

の４つの将来像を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

どうする 
豊橋 

～県議として１期４年で感じる愛知県の中の東三河・豊橋～ 

『あいちビジョン 2030』目指すべき愛知の姿 
 

（1）危機に強い愛知 
（2）すべての人が生涯輝き、活躍できる愛知 
（3）イノベーションを創出する愛知 
（4）世界から選ばれる魅力的な愛知 
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私は『（2）すべての人が生涯輝き、活躍できる愛知』

こそ、各目標の先にある理想の未来像だと思います。 

東三河地域は県内において特に早い段階から少子高齢

化・人口減少という現実に直面していますが、今後、急速

なＡＩ・ＩｏＴ・ロボット等の技術革新の進展により、社

会経済の大きな変革は、この地域の厳しい現実をチャン

スに変える大きな可能性を秘めています。 

ICT 化の加速により、働き方や学び方も時間と場所の

制約から解放され、より多様なライフスタイルの選択肢

が広がり、さらに、県内においては特に豊かな自然の中

にあっても、リニア開通後の新幹線の活用や着々と進む

高速道路網の整備等により東京や名古屋へのリアルなア

クセスもより便利になる東三河地域にとって、これまで

大都市一局集中だった時代から人々の価値観が変わるこ

とにより、より魅力的な地域となり得るからです。 

ここに住まう住民の満足・充実なくして出生率向上も

人口流入もあり得ません。 

当面は人口減少や高齢化が進行することは避けられま

せんが、地域社会を支えていくためには、一人一人が多 

様な価値観を認め合う寛容さを持ち、自分の可能性を高めて次の時代を切り拓いていく人材を育てるとともに、

すべての人が豊かな時間を楽しみながら、望む形の役割を担うことができる社会を作っていく必要があると考え

ます。世の変革期は、前例が通用せず不安ではありますが、新たな価値観を創造し、新境地を切り開くことので

きるチャンスでもあります。 

私は、そのために、今こそ“どうする豊橋”の想いで、皆で知恵を出し合い、人生 100年時代において、誰

もがゆとりを持って子どもを生み育て、生きがいを持って自己実現を果たし、生涯にわたって健康で安心した生

活のできる地域社会を目指して、自分の信念から湧き出る思いを積極的に発言し、併せて、選挙で選ばれた代弁

者としての重要な責務として、皆さんのご意見・ご要望を県政に届けて参ります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

        □新技術を活用した効率的な働き方の促進 
        

 

 
 

□創造性を伸ばす教育の推進 
 

 
 
    

□出会いから結婚、妊娠・出産・子育てまで切れ目のない支援 
 

 
 
      

□充実した医療と支え合う社会づくり 
 
 
 
 

□地域を支える社会基盤の整備 
 

 
 
    

□持続可能な活力ある地域づくり 
 
 
   

□安心・安全の充実 
 
 

 
 
 
 

再生産(生活)なくして生産なし、市民の暮らしは地域活力の源！ 
 ～100 年時代に安心して暮らす環境をどう充実させるべきか、愛知の中の東三河・豊橋の方向性は～ 

こうする 
豊橋 

 

●テレワークや省力化・無人化の促進   ●働き方を柔軟に選択できる環境づくり 

●住居と職場とが近接した働き方の促進  ●希望する地域で働ける環境づくり 

●ワーク・ライフ・バランスの気運醸成  ●子育て・介護と仕事との両立などの支援 

 

●幼児教育と小学校教育の円滑な接続などを推進 ●STEAM 教育の推進※１   ●特色ある学校の推進 

●ICT 化の進展に対応した教育環境等の充実   ●奨学金制度の充実    ●中高一貫校の導入 
 
※１：STEAM 教育とは、科学・技術・工学・数学の４分野に芸術やデザインの分野を加えた、各教科での学習を実社会での課題解決に活かしていくための教科等横断的な教育。 

 

あなたのご意見、聞かせてください！ 

tatsuhiko627@gmail.com 

議員とは、自分の信念や政策信条に基づき働きますが、
併せて、有権者の代弁者としての責務も負っています。
あなたのご意見・提案を県政に活かさせてください。 

●ICT※2を活用した結婚支援事業の積極的展開      ●地域で子育てするコミュニティづくりの推進 

●多子世帯への子育て支援の充実           ●保育士の確保と待遇改善による資質の向上     

●小児科医の育成確保                ●長期休暇中の児童の居場所確保 
 
※2：ICT とは、Information and Communication Technology の略称で、日本語で情報通信技術。 

 

●オンラインでの服薬指導実証  ●がん及び認知症施策の推進  ●安心できる高齢者の通院手段の確保   

●介護ロボットや ICT 機器の導入支援             ●超高齢社会に対応した在宅介護の充実 

 

●国道２３号バイパス（為当〜蒲郡）の令和６年度完成      ●浜松湖西豊橋道路の早期建設促進 

●石巻地区の東名高速スマートインター及び周辺産業用地開発・整備    ●設楽ダム建設の推進 

●世界と直結する三河港の機能強化  ●三遠南信自動車道の整備促進   ●東三河環状線の整備促進 

 

 

●旧来の体育館の枠を超えた新技術を活用した豊橋新アリーナ建設の推進   ●伝統文化の継承・発信 

●東三河広域観光エリアとしての魅力向上        ●関係人口の創出・拡大と移住・定住の促進 

●● 
 

●災害拠点病院やその後方支援にあたる病院の充実        ●港湾の耐震化対策の推進 

●ITS※3など先進的な安全技術の実証実験の推進・支援       ●家畜防疫体制の強化 
 
※3：ITS とは、Intelligent Transport Systemsの略称で、日本語で高度道路交通システム。 

   


